
令和６年１月２５日（木）、青梅市福祉センター集会室にて菅原

敏郎(すがわら としろう)先生をお迎えし、新年初めの講座として

「冠句講座」を実施しました。

当日は、マスクの着用は自己判断ということで、学長等含め

２８名の学生が参加しました。

さて、皆さん「冠句」は御存知でしょうか？「冠句」は上の句

が事前に決まっており、これに中の句・下の句を入れて５・７・

５で作者の想いをのせて作ります。また、自由度が高く、川柳に

も俳句にも成り得るのが冠句の特徴です！（菅原先生解説より）

講座では、前半に下記の事前お題に投句された方々の各句講評

を先生に行っていただき、後半に「空っ風」という当日のお題で

実際に皆で冠句を作りました。冠句について理解を深めながら終

始楽しく学びました♪

菅原 敏郎 先生
すがわら としろう

（青梅市俳句連盟会長）

事前投句お題

「猛暑過ぎ」「虫の声」

「初日の出」「春風に」「穏やかに」

当日お題

「空っ風」




